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大学における老年学の可能性に関する事例報告
一老年学への招待-

下地 敏洋'

ACaseStudyonthePossibilityofEstablishinga

UniversityComprehensiveGerontologyCumiculum:An

IntroductiontoGerontology

ToshihiroSHIMOJr

Summary

Thisarticleaimsatconsideringthepossibi)ityofestablishingcomprehensivegerontology

curriculumsinJapan.Sumiversitiesbased on studentsrimpressionsofa]ecttlrerelated to

gerontology.Japanisamaturesocietywithanelderlypopulationaged65yearsorover,of2,822

millionaccountingfor22.1percentofthepopulation.TheJapanesegovernmenthasrecogmizedthe

importanceandthenecessityofinterdisciplinaryresearchprogramssuchasgerontologylnCollege

andgraduatelevels.However.therearefewuniversideswithgerontologyprogramsinJapan.

A托erlect血ngongerontolqiⅣto皿iversitystudents.也eirimpressionsoftheelderly,th血 Iater

years,andan agedsocietyweresurveyed.Theresultsshowthattheyunderstandthe-importance

andthenecessityofstudyinggerontologyinuniversitycurriculums.IntheU.S.,theGerontologiCal

SocietyofAm ericaandtheAssociationforGerontologyinHigherEducationhavealreadybeen

establishedand37LmiVersitieshavemastersprogramsand丘veuniversitieshavedoctoralprograms

ingerontology.Thisisthebesttimef♭rJapaneseuniversities,liketheUniversityoftheRyukyus

becausetherearemanyuniversitiesthatcollaborateintheneighborhood,toinitiategerontology

programs.Establishinggerontologyprogramsatuniversitylevelsisimportanttounderstandthereal

aglngprocessandimprovingOur Subjectivewell･beinglnlateryears.

本事例報告は.観光産業科学部の提供科目で

ある ｢長寿の科学｣において､著者が担当した

｢老年学への招待-サクセスフル ･エイジング

を通して-｣の誇義内容に基づ(ものである｡

I.はじめに

内閣府の発表(2009)によると､我が国の総

人口に占める65歳以上の高齢者の割合は22.1パー

セント(2008年)となり､超高齢社会を迎えて

いる｡また､65歳以上の人口も2,822万人を超

え､過去最高の人数となった｡この傾向は今後

も続くと予想され､平成25年(2013年)､我が

国の総人口に占める65歳以上の高齢者は25.21

パーセントで4人に1人､2030年には31.8パーセ
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ントで3.2人に1人.2055年には40.5パーセント

で2.5人に1人が65歳以上になると予測される｡

75歳以上の高齢者が総人口に占める割合も上

昇を続け､2055年には26.5%となり11､総人口

の4人に1人を占めるものと予測される｡

また､平均寿命も1935年の男性46.92歳､女

性49.63歳から､2008年には男性79.29歳､女性

86.05歳となった｡2055年に､男性83.67歳､女

性90.34歳になるものと予測されl'､我が国は

世界のどの国も経験したことのない超高齢社会

を短期間で迎えることになる｡

このような状況の中で､全国の小学校､中学

校､高等学校において高齢者あるいは老化に関

する正規の授業が実施されている報告はない｡

また､国内では､老年医学の講座が全国80の

医科大学あるいは医学部の約4分の1で設置さ

れているが､学際的な学問としての老年学は､

大学院レベル又は学部レベルでも講座あるいは

研究科として設置されているものは少ない2)｡

現在､高齢者や老化に関する談義科目を設置し

ている大学は桜美林大学のみであるが､修士課

程及び博士課程を設置しており､老年学の領域

に従事する研究者や実践家を養成している｡

一方､米国においては､1965年の也eOlder

Am ericansActが通過して学際的な老年学教育

が開始された｡現在､学部課程が31大学､修

士課程が37大学､博士課程が5大学で設置され

ている｡1964年.南カリフォルニア大学に米

国退職者協会の寄付金によりアンドラス ･ジェ

ロントロジーセンターが設立され,1975年に

大学院を創設し､1989年より博士号を授与し

ている｡現在､学部課程､修士課程､博士課程

を設置して老年学教育及び研究の最先端にあり､

世界の老年学研究を牽引しているdまた､米国

老年学協会､その傘下にある高等教育老年学協

会､北テキサス大学を拠点とする全国高齢化教

育学習学会の設立により､大学だけでなく幼 ･

小 ･中 ･高校までに高齢者や老化に関する教育

を生涯発達という視点から学ぶ機会が提供され

ている21｡

高齢期は,生き続ける限り誰もが経験する重

要なライフステージであるにも関わらず,老化

の過程を生涯発達の視点から捉えることの欠如

に加え,衰退というイメ-ジが先行し､正しい

老化の過程を学ぶ機会が1分 とはいえない状況

にある｡このことが､老人差別や偏見を生み出

すばかりでなく､自己の高齢期のライフステー

ジにおけるQOLにも少なからず影響を与える

ものと考えられる｡柴田(1999)も､｢老年学は

加齢学や高齢者に関する問題のみでなく､むし

ろ生涯発達理論や世代間問題をも研究する学問

といえよう｡｣と述べている37｡このことは､

老年学の必要性と重要性と学際的な学閥である

ことを示唆しているものと考えられる｡

このような時期に､大学生に対して老年学の

概論を通して､高齢期の基礎的な情報を提供す

ることは､超高齢社会に生きる彼らにとって有

益であり､かつ老年学の確立に寄与するものと

考え､本講義を実施した｡

従って､本稿は､講義を通して大学生の高齢

期に関する考え方を把握し､大学において教科

としての学際的な老年学の設置の可能性とその

現状について報告することを目的とした｡

Ⅱ.老年学について

エイ ジング大事 典 による と､ 老 年学

(Gerontology)には次のような内容が包含され

ている｡つまり､(》生涯発達から捉えた生物学

的､心理学的,社会学的な老化や高齢期に関す

る科学的研究,③高齢期における適応などに関

する科学的研究､③老いの意味を多角的な視点

から考える人文科学 (歴史学､哲学､文学など)

的研究､そして④高齢者に関するデータを政策

などに活用するなどの中高年者に有益な知識の

応用などである4)｡

このように､老年学とは､老化に対して､医

学､生物学､心理学､および社会学などの各領

域から老年期を多面的に解明していくだけでな

く､老年期に直面する身体的または精神的問題

等に総合的に対処することで人生の意味を科学

的に探究する学際的な研究億域であるといえる｡

しかしながら､我が国における老年学の普及

には多くの課題がある.柴田(2007)は､我が

国における老年学の課題として､老年学の応用
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の遅れを指摘しているSI｡ このことは､研究者

の中に基礎研究を応用することに対する価値観

の低さや応用のための学問の重要性が認知でき

なかったことを要因として挙げている｡また､

老年学は､学際的な学問であるばかりでなく､

成熟した社会において発達する学問であるため,

欧米と比較して高齢化社会が急激に進んだ我が

国ではその必要性は共通理解されているにも関

わらず､学問として発達する機会を逸してきた

とも考えられる｡老年学は､老化を生涯発達の

視点から据え､人生の最終ステージにおいて､

自己の人生を統合し､人生の価値や意味を高め

るために必須であると考えられる｡しかし､超

スピー ドで高齢社会に突入した我が国において

は.高齢者や老化に対する偏見やマイナスイメー

ジが先行してしまい､老年学を受け入れるのに

時間を要しているものと考えられる｡

Ⅲ.サクセスフル･エンジングと

主観的幸福感について

幸福感に関連する用欝として､サクセスフル ･

エイジング (successfulaging)と主観的幸福

感 (subjectivewell-being)がある｡サクセス

フル ･エイジングが広く認知され始めたのは､

1961年に発表されたHavighurstの論文6)からで

あり､｢健康で長生きしていて､満足と幸福を

感じられるような老いの過程｣7)として理解さ

れ､老年社会学や心理学､看蘭学などの領域で

活用されている8)｡また,主観的幸福感は,サ

クセスフル ･エイジングの主要な要素として､

1978年にhrsonにより提示された概念であり9)､

｢高齢者が自らの人生や生活に抱いている主観

的な充足感｣と定義されている｡

主観的幸福感の研究を概観すると､測定尺度

の開発に関する研究.および規定要因の探索に

関する研究の2つの流れがある｡

測定尺度の開発の研究は､主に外的 ･属性的

な側面の測定と内的 ･情緒的な側面の測定があ

る｡前者の例として､家族､友人､仕事､余暇､

宗教､社会的地位､健康､経済状態などがあり､

後者の例 として, 生活満足度尺度A (Life

SatisfactionIndexA:Neugartenetal.,1961

午)､情緒均衡尺度 (AHectBalanceScale:Bra

dbum . 1969年)､PGCモラール ･スケール

(PhiladelphiaGeriatricMor且)eScale:IAWtOn,

1975年)などがある｡一方､規定要因の研究

としては､健康状態､性､年齢､婚姻状態､経

済状態､雇用状況､社会経済的地位､住宅条件,

交通の便､社会活動､ソーシャル ･ネットワー

クなどがある州｡しかし.主観的幸福感に関連

した研究は､概念規定の唆昧さや理論的基地の

輯さがあり､研究の水準としては未だ発展途上

段階にある川ことも指摘されている｡その中

でも特に､健康状態については､先行研究にお

いて最も影響があることが明らかになってい

るL2.~川 ｡

Ⅳ.講義内容について

本講義は､実施回数の都合上,老年学の総論

として実施した｡実施日は平成21年8月3日(月)

の1時限臥 対象は1年生から4年生の男子33名､

女子37名､合計70名であった｡

講義における各項目と内容の詳細について紹

介する｡

A.高齢期に対するイメージについて

講義の導入時において､1分間日を閉じて.

高齢期における自分自身について想像してもらっ

た｡この活動は､現在本人が高齢者や高齢期に

対して持っている考えやイメージを反映すると

いわれている｡また､導入時に実施する利点と

しては､自己の高齢期の様子について考えるこ

とで,気持ちをi藩義に集中させることができ､

かつ講義の内容を自分自身の将来の姿として捉

えることができると考えた｡

1分後に日を開けて､3名の学生に彼らがイ

メージした高齢期における自分自身のイメージ

を報告してもらった｡内容は三者三様で､｢健

康で元気があり､孫に囲まれて楽しそうであっ

た｣､｢家族や親戚の皆さんと離れて暮らしてお

り､家の中でテレビを観て過ごしていた｣､｢友

人と一緒に楽しくやっていた｣などと報告した｡

この活動は､現在､私たちの高齢者に対するイ

メージであると考えられるため､この活動が諦
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義のブレイクスルー的役割を果しているものと

推測される｡

学生が日常生活で高齢者と接する機会の多い

人とそうでない人.自分自身の高齢期に向けて

準備をしている人とそうでない人など生活環境

は様々である｡しかし､正 しい老化の過程を理

解することは､将来のライフイベントに対応す

るばかりでなく､彼ら自身の高齢期に備える上

からも重要であり､この活動は有益であると考

えられる｡

B.高齢者に関する質問について

これらの質問は,高齢者に対する理解と偏見

を検討する上から,重要であると考え実施した｡

質問項目と結果の特徴は､次のとお りである｡

(表1) この調査は､導入として実施した｡

本調査結果は,アンケー ト調査の実施計画や

対象者の年齢など基本属性が研究を目的とした

前程でデータが収集されていないため､先行研

究との厳密な比較はできない｡しか し､今後の

研究計画のため,実態を把握することは有益で

あると考えられる｡先行研究においては､日本

の中壮年者は米国の対象者よりも強い老人差別

をもっていることが明確にされている2)｡今回

のアンケー ト調査結果も,高齢者が十分に理解

されているとは言えず､同様の結果となってい

る｡正答率は､合計が66.3%で､男性63.2%､

女性69.3%となり､女性の回答率が男性よりも

高くなっていた｡先行研究においても､女性の

回答率が男性と比較 して高くなる傾向が報告さ

れており､今回も同様の結果となっている｡

各質問における正答率の特徴は､質問1､2､

4の3項目においては90%を上回っているものの､

他の12項目においては90%を下回っていること

である｡特に､質問5(男性48.5%､女性45.9%)､

質問6 (男性27.3%､女性32.4%)､質問12 (男

性21.2%､女性27.0%) の3項目においては､

男女とも正答率が50%を下回っている｡また､

質問13においても男女合計の正答率 (44.3%)

が50%を下回る結果となっている｡

表 1 加齢の事実をめぐるPalmoreのクイズと正答率

香早 質問項目 正答率(%)男性 女性 合計

1 65歳以上の高齢者の大多数は､認知症 (記憶が落ちたり､ボケたりする)である. 87.9 94.6 91.4

2 高齢期では､耳や目などのいわゆる五感がすべて衰えがちである. 93.9 97.3 95.7

3 ほとんどの高齢者が､性欲がなく性的不能である. 66.7 75.7 71.4

4 高齢期では､心肺機能 (肺清見)が低下する傾向がある. 84.8 94.6 90.0

6 高齢者のドライバーは､65歳以下の若い人よりも交通事故を起こす率が少ない. 27.3 32.4 30.0

7 ほとんどの高齢者は､若い人ほど効率よく働けない○ 72.7 78.4 75.7

8 約80%の高齢者は､通常の生活を送るのにさしつかえない. 66.7 59.5 62.9

9 ほとんどの高齢者は､自分の型にはまってしまい､なかなかそれを変えることはできない. 57.6 64.9 61.4

10 ほとんどの高齢者は､反応時間が長くなる傾向がある. 84.8 89.2 87.0

ll 大多数の高齢者は社会的に孤立しており,またさびしい生活をしている. 57.6 78.4 68.6

12 高齢の労働者は､若い労働者よりも職場で事故にあうことが少ない○ 21.2 27.0 24.3

13 大多数の高齢者は,政府が定めている貧困を下回る収入で､生活保護を受けている○ 36.4 51.4 44.3

14 大多数の高齢者は､現在働いているか､または家事や奉仕活動等でもよいから､何ら 81.8 86.5 84.3
かの仕事を得たいと思っている.

注 :奇数番号は誤り.偶数番号は正解となる
出典 :Annotatedlnstructor'sEditionACCESSTOHEALTn 1988,p.423
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C.ケース ･スタディについて

ケース ･スタデ ィ Ⅰ& Ⅱの内容 は､

ACCESSTOHEALTHから著者が翻訳し､腐

用した｡

【ケース1】

MarthaiiJohnと結婚して37年になる｡現在､

Johmはアルツハイマー病を確っており､彼の症

状はMarthaを認識できないほど悪化している｡

以前は､明るくて頭脳明噺であったJdhnだが､

最近はとても怒りやすくなり暴言を吐くように

なった｡Johnの子供たちはかたくなに反対して

いたが､Marthaはある朝起床して,Johnの荷物

をまとめ,100マイル (約160km)離れた老人

ホームにJohnを連れて行った｡Johnを毎日尋ね

る必要もないし,自分自身の生活も取り戻した

いと考えたのが､その理由である｡

質問 1 Mar亡haの行動を正しいと思いますか｡

質問2 Marthaの決断に恐らく影響を与えた

であろうアルツハイマー病の症状は何だ

と思いますか｡

質問3 同じようなケースにおいて､あなたは

どのように対応しますか｡また､その理

由は何ですか｡

【ケース2】

74歳のB止Iは,元ビジネスマンで､6か月前に

妻を亡くした｡それ以来､多くの女性から結婚

を求められたり,デートに誘われたりした｡彼

は(これからの人生で)単身生活をしたくなかっ

たので､ある女性と同居するようになったこと

を子どもたちに伝えた｡しかし､Billの子供た

ちは､特にBillと新しい女性友達が性的関係を

持つことに対して激怒した｡

質問 1 Billと新しい女性の友人との性的関係

に対する子供たちの反応をどう思います

か｡

質問2 Billは子供たちの考えていることに､

関心を払う必要があると思いますか｡

ケース ･スタディに対する学生の感想として

は､｢最初にやったケース ･スタディの内容は

とても興味深いもので､もっと様々な突際にあっ

た事例を聞いてみたいと思いました｣(男性)､

｢ケース ･スタディの話に非常に興味が湧いた｡

実際に自分で起こったらどうしようと考えた｣

(男性)I｢祖母を介番している祖父母を見ると､

最初のケース ･スタディで自分もマーシャと同

じ決断を取ります｣(男性)､｢これからはより

一層高齢者,特に後期高齢者問題は重要になっ

てくると思うので､高齢者も社会の一員として

活躍できる社会を形成していくべきだと思いま

す｣(男性)､｢ケース ･スタディは楽しかった

が実際にそうなったら自分はどうするべきなの

か､登場人物をどう思うのかリアルに考えるこ

とができてよかった｣(女性)､などの報告があっ

た｡

D.サクセスフル ･エイジングについて

サクセスフル ･エイジングについて､下記の

内容に基づき説明をおこなった｡

I.WhyDoWeGrowOlder?

(A)Agingreferstoinabilityofthebodyto

maintainitself.

(B)BiologicaItheories.

(C)Psychosocialtheory.

2.TheAgingProcess.

(A)Theagingbody:PhysiologiCalaspects.

3.WhoAretheElderly?

(A)Pro丘kofto血y■seldedy.

(B)Impactoms∝iety.

4.SpecialProblemsoftheElderly.

(A)Alcohol-relatedproblems.

(B)Agingandmentalhealth.

5.ReducingAge･Re]atedProblems:Adjusting

andAdapting.

(A)Exercise.

(B)Diet.

(C)Physicalhealth.

(D)Mentalhealth.

E.調査研究の紹介

著者の論文 ｢高齢者の地域文化行動が幸福感

に及ぼす影響に関する研究｣から,｢方言の使

用が高齢者の幸福感に及ぼす影響要因｣につい

て紹介した｡
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F.まとめ

1.老化に伴う変化の多くは避けがたいもの

であるが､高齢期の人生の質を高めるた

めになされることはかなり多いものがあ

る｡

2.今日の日本社会や米国社会で広がってい

る老人差別者の態度は老化のプロセスに

関して多くの間違った､またはネガティ

ブな考え方を増幅させる｡

3.老化に伴って起きる心理生理学的な変

化は､(五感の)感覚機能､心肺機能､筋

骨格の機能､内政の機能､性的機能が低

下することが含まれる｡

4.高齢者が新しいことを学ぶことに時間を

要するが､学習能力が年齢ともに悪化す

るわけではない｡

5.最適な老化を保証するためには､運動､

栄養､精神衛生を個人の健康の総合的な

プログラムとして取り組まなければなら

ない｡

G.アンケート調査と回答結果

1.辞義内容に関するアンケート調査の質問項目及び結果は､次のとおりである.

箕間1 ｢講義の中で､あなたの興味 ･関心が最も高かった内容は何ですか｡J

回答 ① ｢ケース .スタディ｣ 18人C25.7%) ② ｢老年学全般｣ 21人(30.0%)

③ ｢サクセス ･フルエイジング｣ 23人(32.9%) ⑧ ｢調査研究の紹介｣ 8人(ll.4%)

⑤ ｢その他｣の回答はなかった｡

質問2 ｢講義を通して､あなたがもっと知りたいと思った内容は何ですか｡｣

回答 ① ｢高齢者と心身の健康｣ 10人(14.3%) ⑧ r高齢者と社会問題｣ 11人(15.7%)

③ ｢高齢者の生きがいや幸福感｣ 39人(55.7%) ㊨ ｢老年学の内容｣ 8人(ll.4%)

⑤ ｢その他｣2人也.9%):記載内容は｢高齢者の考え方｣とr高齢者の思っていること｣である｡

質問3 ｢あなたと高齢者を比較して､あなたが優れている点は何だと思いますか｡箇条書きで書

いてください｡｣

【男性の回答】

･(聴覚などの五感)や身体能力 (4人) ･大学やアルバイト､仕事等の活動できる場が多い

･学び ･覚える記憶力 ･身体能力 (5人) ･運動機能 ･健康で体が動く

･体力 (5人) ･体力や力など身体的な面 ･周りからの期待､可能性や選択肢のバリエーション

･運動能力 (4人) ･特別何か優れている点はないと思う ･激しい運動ができる

･記憶力(2人) .自分のできる (ことと)できない (こと)の鞄陣をしっかりと判断できる

･反射するのが早い ･健康な体 ･時間 ･行動面 ･筋力 ･体力や理解力 ･健康面

･運動面 ･行軌力 ･身体能力をはじめとする身体的な部分 ･思考速度 ･思考力 ･力

･体力 ･足の速さ ･物事の理解力等 ･免疫 ･若さ ･モチベーションや反応速度

【女性の回答】

･体力､俊敏に動くこと ･走る ･飛ぶ ･投げる ･身長 ･記憶力 ･活発さ

･高い音が聞こえる ･新しいものごとを覚える速さ ･身体能力 (4人) ･運動能力 (4人)

･体力的な面と機敏に動くことができる ･行動力 ･身体機能 (2人) ･運動機能

･運動能力が高い ･記憶力がよい ･体の自由がきくこと ･行動力
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･挑戦できること (選択肢)が多い ･体力と記憶力だと思う ･身体能力の高さ (若さ)

･身体に不自由なく､自由に四肢を動かすことができる ･筋力 ･身体的健康 ･力の強さ

･機敏性 ･記憶力 ･聴力 ･視力 ･記憶力がある(3人) ･新しいものに対しての順応性

･体力がある (10人) ･早く歩ける､走れる ･健康 ･代謝 ･俊敏さは優れている

･免疫力 ･学習能力 ･頭の回転 ･機敏に行動できる ･(体の)柔軟性 (2人)

･動作,判断の速さなど ･物事の吸収が短時間でできる

質問4 rあなたと高齢者を比較して､高齢者が優れている点は何だと思いますか｡箇条書きで書

いてください｡｣

【男性の回答】

･仕事等の経験の差 ･実際に見てきた社会の仕組みや歴史の知誠 ･情報

･知恵や人生経戯 (6人) ･経験の豊富さや教え方 ･知恵が豊富である

･経験からくる冷静さ､ふところの広さ ･人脈､影響力 ･人生の経験値 (4人)

･今まで培ってできた経験 ･様々な知由や雑学 (5人) ･子どもがいる .人生経験が豊富

･友人がいたりすれば､十分に楽しい生活を送ることができる ･経敬 (5人) ･応用力

･知誠や人生経験 (3人) ･色々な事での経験だと思います ･経験が豊富 ･自由な生活

･虚しさ ･経験と許容力 ･知鼓や時間のゆとり ･年輪

【女性の回答】

･適応能力 ･豊富な知菰 (16人) ･心の寛大さ (2人) ･今まで培ってきた知恵 8人)

･患考 ･静重力 ･文章力 ･技術 ･人生経験が豊富 (17人)

･長年生きてきた間で培った生きる知恵や人生経験 ･判断力など ･判断能力(2人)

･おばあちゃんの知恵袋みたいな,生活の知恵をたくさん知っている ･考え方

･しがらみが少ない ･農業とかに従事できる ･糖神面

･高齢者が長い人生で培ってきた経験と知恵だと思う (2人) ･対人関係をうまく築く

･自由なところ ･生活スタイルの良さ (早寝､早起きなど) ･落ち着き感 (2人)

･正しい判断ができること ･要領が良いと思う ･判断力 ･物事をよく知っている

･慣れている ･気遣い ･落ち着き ･長い人生に基づいた深い考え

質問5 rその他､質問や感想がありましたら､自由にご記入ください｡｣

【男性の回答】

｢これからますます高齢化するといわれるこの日本で生活していく上で､老年学を学ぶ必要性を

強く感じた｡｣

｢高齢者になっても外に出て活発な高齢者になりたい｡これからも一層高齢者を大切にしなくて

はならない｡｣

｢今まで知らなかった分野のことだったのですごく興味深い内容だった｡｣

｢今友達が少ないと､高齢になった時はますます少なくなると聞いて､.もっと社交的になろうと

息いました｡｣

｢今日の授巣では年をとっていくと友人が減っていくと言っていました｡それは､長いつきあい

のできる友人を今から一人でも多く作って､今後の生活を楽しく生きていきたいと思わせるよう

な講義でした｡｣

｢一番最初にやったケース ･スタディの内容はとても興味深いものでした｡もっと様々な実際に

あった事例を聞いてみたいと息いました｡｣
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｢高僻者になった時､人とのつながりは非常に大切だと感じた｡自分も今のうちから､健康に気

をつけた生活 (運動など)を心がけたい｡｣

｢学習に要する時間が増えるだけで､学習能力自体が落ちるのではないというのは初めて知った｡｣

｢英帯の時間でもないのに､英帯の量が多く､英静の苦手な私にとって､読むのが辛かった｡高

齢者にとっての生きがいや幸福感は､体を動かすことからも見つけられるかもと恩いました｡｣

｢自分の老後を考える良い機会になりました｡ありがとうございました｡｣

｢ケース ･スタディーの話に非常に興味が湧いた｡実際に自分で起こったらどうしようと考えた｡｣

｢祖母を介唾している祖父母を見ると､最初のケース ･スタディーで自分もマーシャと同じ決断

を取ります｡これからはより一層高齢者､とくに後期高齢者問題は重要になってくると思うので､

高齢者も社会の一員として活躍でいる社会を形成していくべきだと思います｡｣

【女性の回答】

｢ケース ･スタディーは楽しかった｡実際にそうなったら自分はどうするべきなのか､登場人物

をどう思うのかリアルに考えることができてよかった｡｣

｢高齢者になっても運動をして､生きがいや､自身を持って生きたいと息いました｡高校までは

部活動をやっていたのですが､大学生になって何もやっていなかったので､また,運動を始めて

みたいと思いました｡食生活を改善しないと､20年後がやばい lと思ったので,自分も､家族も

巻き込んで改善したいと思いました｡今日の,講義､聴けてよかったです｡ありがとうございま

した｡私の祖母､親せきも､宮古出身の浦添市在住者で､私も宮古の姉友会に毎年参加をしてい

るので､興味を持って聴くことが出来ました｡｣

｢高齢者について勘違いしていることも多くあり,ほんの一部分しか理解していないことに気づ

いた｡｣

｢言葉というのは､その土地にある方音を使うことで幸福感を抱くことにもつながるのだと分かっ

た｡｣

｢方言について､自分も方言を理解しておばあちゃん達と話したいなと思った｡｣

｢調査研究で､方言と ｢幸せ｣の関係など､興味を持ちました｡私はほとんど話せないし開けな

いですが､うちな-んちゆなんだから帝せたらいいなと思いました｡｣

｢基のクイズを通して､自分が思っているよりも高齢者は肉体的にも精神的も元気なことにびっ

くりしました｡｣

｢高齢者にとって孫ができるということはやっぱり嬉しいことなんだとわかりました｡私も祖父

母が元気な内にたくさん会話をしたいと思います｡｣

｢高齢者の人たちは方言を喋ることが多いので､私も方言を覚えて､おば-と許したいと思った｡

あまり､他人に迷惑 ･世話をかけるようにならないようにしたいなと思った｡友達を大切にして､

もっと増やしたいと思った｡｣

｢年をとることは怖いですが､いろんな人が高齢者に対する理解を深めることができたら､高齢

者も生きやすくなると思います｡｣

｢老年学というものがあまり聞いたことがなかったので､もっと詳しく知りたいと思いました｡｣

｢老年学は､今後日本が超高齢社会になるにあたってとても重要な学問になると思うので､老年

学をもっと広めていくことが今の日本にとって必要だと感じました｡｣

｢高齢者について考えるときに､自分の祖母 ･祖父ぐらいしか具体的な比較対象が思いつかなかっ

たので､一般的な高齢者のイメージとはなんなのかなあーと思った｡｣

｢高齢者に対する偏見が結構あったと感じた｡｣

｢高齢者になると身体の機能が衰えてくるというのはあっても､だからといって (交通)事故が
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多いとは限らない｡偏見が取り除かれました｡高齢者には.自分の能力をうまく操う判断力 (-

能力)があると考えられるな-とふと思った｡｣

｢これから､高齢者がどんどん増えていく中で,老年学は重要なものになっていくだろうなと思

いました｡宮古島出身の方が方言で話すことで幸福感を感じるというのは初めて知ったので放き

ました｡若い世代は方言を話せる人が少ないですが､方言を活用して､高齢者の方とコミュニケー

ションをとれるようになったらよいのではないかと思います｡｣

｢方言のところは面白いと患った｡私は方言が話せないけど､やっぱり内地 (他府県)の人の言

葉が何となくちがうと感じるときがあります｡沖縄の友人同士で話していると違和感がないので､

安心できるのかな-と思いました｡｣

｢自分が実際高齢者になったときのことをいつもよりイメージして考えることができた｡｣

｢方言により高齢者の方々が幸福感を感じているということを初めて知りました｡私は熊本出身

なので､日常生活で方言を使っているのですけれど､そういう風に考えたことはなかったので発

きました｡しかし､方言で会帝するということで確かになじみを感じられるし､笑う機会も多い

ように思います｡｢方言で話す｣というだけでコミュニケーションを楽しめるのであれば､地元

の高齢者と触れ合える機会に私も参加して､みんなで方言で会話をし､高齢者の方々に元気になっ

てもらいたいと感じました｡｣

｢今回､高齢者にとって大切なのは身体面でのサポートであるという考えが変わりました｡大切

なのは精神面の充実であり､それは友達同士のネットワークや伝統行事への参加などでコミュニ

ケーションを楽しみ笑っていることなのだと思いました｡高齢者というと何もできないと考えが

ちですが､それは私たちの勝手な偏見だったのだと気付きました｡そして ｢方言｣というものの

役割がこんなにも大きいのだと知り､漁きました.確かに方言は懐かしさがあり､慣れた青葉で

安心することができると納得しました｡色々な面で私達が高齢者をサポートしていく必要がある

と息いました｡｣

｢｢今､友達が少ないと老後､友人を増やすのは難しい｣との青葉を聞き､うちあたい く人の振

りみて我が振り直せ)しました｡少ない友人であっても自分が毎日楽しく過ごせれば､それはそ

れで良いと感じました｡｣

2.次に､高齢期に対する学生の考えや備えについて,回答内容を通して紹介する｡

質問 1 ｢今私にとって人生で一番大切なことは である｡｣

【男性の回答】

･本を読むこと ･楽しく生きること.(2人) ･前進していくこと ･生きがいを見つけること

･勉強すること (3人) ･卒業後の人生を計画すること ･友人 ･家族 ･健康である

･大事な事を見つけること ･好きなことをすること ･身の回りの人たち ･今を生きること

･これからの人生に役立つ勉強をすること ･経験 ･人と深くつながっていくこと

･誰かといる時間 ･(大学の)単位 ･健康で毎日楽しく過ごせること ･寝ること ･充実感

･夢をかなえること ･身近な人 ･学校生活 ･今を生き抜くこと ･就職できるかどうか

･大切なことを探す時間 ･今を生きることが大切です ･目標に向かって努力すること

【女性の回答】

･家族の健康 ･お友達 ･笑顔でいられること ･明るく生きること ･遊ぶ ･文武両道

･人との出会い ･家族､友人 (2人) ･自分のこと､周りのことをしっかり考え行動すること

･勉強すること ･愛する人がいるということ ･将来のこと､就職など ･健康であること

･前向きに生きること ･いろいろな事を経験すること ･自分が好きな事をみつけること
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･キリスト教中心の生活を送ること ･前向きに生きること ･笑って生活すること (2人)

･友人とのコミュニケーション ･時間を無駄にしない ･急がしい毎日をこなすこと ･愛

･立派な大人になること ･周りの人達との関わり ･心身の健康を保つこと

質問2 私が70歳になったとき､私とって一番大切なことは､多分 である｡

【男性の回答】

･普通に生活できること ･健康 (4人) ･他者に迷惑をかけないこと ･毎日満足できるか

･運動すること (散歩など) ･家族のこと (4人) ･楽すること ･孫 ･家族や親せき

･自分の子供が生きていること ･充実した生活を送ること ･身の回りの人たち ･歯

･楽しく生きていること ･人とのつながり ･残りの人生をどう過ごすか ･一人でいる時間

･年金をもらえる ･子ども ･充実感 ･わからない ･その時を生き抜くこと

･孫やゲートボール ･自分の人生に意味を見つけ､一日一日大切に生きること

･世界平和の実現

【女性の回答】

･家族､健康 (3人) ･孫とお友達 ･変わらずに笑顔でいられること ･家族 (3人)

･家族とのコミュニケーション ･どう楽し(過ごすか ･周りを幸せにすること

･生きがい (2人) ･家族とすごす時間 ･大好きな人と一緒に暮らしていること

･子や孫など家族,友人 ･楽しく生きること (2人) ･自分が幸せと感じられること

･キリスト教中心の生活 ･今の大切なことと一緒だと思う

･楽しみとなることを見つけること ･生きがいをもっこと ･子供､孫といる時間

･生きがいや楽しみを得ること ･周りの人達との関わり ･笑うこと ･毎日を楽しむ

質問3 年を重ねることで楽しみにしていることは､ である｡

【男性の回答】

･多くの知識を身につけること (2人) ･定年後の時間 (趣味に打ち込む) ･自身の成長 ･孫

･時代の移り変わりを見ていくこと ･自分に深みや厚みがでること ･自分の家族をもっこと

･まだ生まれていない子どもが育つこと ･精神的に変化があること ･人生経験を多くすること

t友人が増える ･様々な人と出会うこと (2人) ･老後 ･子や孫 ･後輩との飲み会である

･新しい出会い ･視野が広がる ･人とのつきあい ･様々な経験ができること

･自由に使えるお金と時間 ･人生経験の豊かさ ･思い出が増えること ･趣味が充実している

･未来予想 ･大人らしさの増大 ･自分の知由や経験､振り返って楽しい思い出が増えること

･能力の向上

【女性の回答】

･家族が増え､友人が増え､楽しくなる ･経験 ･新しい出会い ･自分自身の成長

･人生経験が豊富になること ･自分の時間が増す ･家族が増えること (3人)

･さまざまな幸せな出来事 ･友達が増えること ･自分自身､周りの変化 ･あまりない

･社会にしぼられないで､開放感を感じれそうなこと

･人生経験を積むことで魅力的な人間になる

･今とは違った世界の見え方ができる (と思う) ･仕事､家族 ･自由な時間

･新しい出会いがあり,人生が豊かになること

･知識が増え､考え方 (視点)が広がりそうなこと (2人) ･いろんなことを知ること

･自分を含む環境の変化 ･大人になった自分に気づくこと ･多くの人に出会えること
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･その年にあったライフステージを送るとか､結婚とか ･いろんな考えを持つことができる

･子どもが生まれ､孫が生まれ育てていくこと

質問4 年を重ねることで最も心配していることは､ である｡

【男性の回答】

･身体能力の低下 ･動けなくなること ･運動能力の低下 (2人) ･他に迷惑をかけること

･思った以上に早く死ぬのではないかということ ･健康状態のこと ･友の死

･体力がいうことをきかなくなってくるのではないか ･どんどん悪化していく親の健康

･身体的に衰えが出来ること ･体の衰え C2人) ･勤けな<なること ･理解力低下 ･発病

･自分自身の体力の低下と健康管理 ･社会進出 ･事故やけがである

･体力低下にともなう病気 ･病気などで寝たきりになること ･ひざの痛み ･身体の不自由

･親しき人がいない ･老い ･死 (2人) ･体力の衰え ･人に介葡されること

･病気になること (3人) ･El常生活を自分でこなせなくなること ･社会問題の解決

【女性の回答】

･周りの人が死んでいくことや蕗知症になること ･肌のおとろえ ･病気などへの免疫

･自分を含め､まわりの人たちの健康 ･老い ･介簡 ･いろいろな死と向き合うこと

･肌荒れ ･体が衰えていくこと (3人) ･体の自由がきかなくなること ･身体的健康面 (5人)

･体力の衰退 ･物忘れ ･見た目 ･古い記憶を忘れていくのではないか ･生活費 ･介頚

･配偶者との死別 ･コミュニケーションがとれなくなってしまうかもしれないこと

･思いとはギャップのある自分に苦悩するのでは- ･病気やけが ･体が勤かなくなること

･体力や健康 ･お金 ･自分が老化に伴って､できなくなることが増えていくこと (2人)

･体力の衰え

質問5 もし私の両親が自分たちのことができなくなったら､私は

【男性の回答】

･自分で世藩をしたい (8人) ･できる限り､介頚をしたい (4人) ･面倒をみたいと思う (3人)

･(両親にこれまでやってもらったことのお返しとして)代わりに世話をしたい ･兄弟で介背する

･今後施設等に入れる (3人) ･資任を持って世話をする ･介輯施設にあずける

･一緒に住む ･できるだけ助ける ･逆にしてあげる ･とてもショックをうける

･面倒見れる自信がない ･助けたい ･希う ･できる範囲で助ける

【女性の回答】

･自宅で世話をしたい (3人) ･できる限りのことはしたい (3人) ･進んでお世話したい

･しっかり介背したい (8人) ･頑張る ･お手伝いしたい (3人) ･ヘルパーを頼む

･兄弟と協力し､助けたい (2人) ･出来る範囲で介渡したい ･親の介埠をする (3人)

･ショックをうけるが､できる限りサポートする

質問6 もし私が自分自身のことができなくなったら､私は

【男性の回答】

･子どもの世帯にはなりたくない ･人に助けてほしい (2人) ･申し訳なさを感じるだろう

･これ以上生きたくないと思うかもしれない ･配偶者や子がいたら､面倒をみてもらう (2人)

･家族に頼りたい ･施設に入る (4人) ･自殺するかも ･子供や友人と住む

･周りの人々に頼る ･老人ホームにいく (2人) ･わからない (3人)
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･子供に世帯させるか老人ホームに行く ･周りにまかせる ･迷惑をかけないよう施設に行く

･できるだけ早く死にたい (3人) ･家族の重荷にならない道を選びたい ･養ってもらう

･入院する ･大人らしく身を引く

【女性の回答】

･周りによろしくされたい ･自分の子供がみてくれたら幸せ ･施設に入る (4人)

･あまり家族に面倒をみてほしくない ･家族に助けてほしい (2人)

･まわりの人々に支えてもらいたいが､自分にできることをしたい

･ (できない程度が酷ければ)死にたい ･老人ホームに入るか､ヘルパーをつけてもらう (4人)

･出来る限りリハビリする ･これからどうするか考える ･介領を希望する (2人)

･家族に迷惑をかけたくない (2人) ･誰かに助けを求められるようになりたい

･だれかに支えてもらう (2人) ･ヘルパーか子供とかに助けてもらう .とても悲しくなる

･子どもに会議してもらいたい

質問7 私が高齢者のことを考えたとき､脳裏に浮かぶ言葉は､ である｡

【男性の回答】

･悲しい ･アルツハイマー ･意味なき延命 ･未来の自分 ･活動的な生活 ･平和

･人生の先輩 ･両親 ･終盤 ･こわい ･年の功 ･病気 ･老い (2人)

･おじいちゃん ･とても弱い ･危険である ･孤独死 ･時間がたくさんある ･ボケ

･病気と自由 ･生活苦 ･大丈夫? ･孤独 ･満足 ･かよわい ･ごめんなさい

【女性の回答】

･大切な人々 ･幸せ ･福 ･老い ･介碑 ･楽しそう ･介簡 ･落ち着き ･衰

･やさしい ･のんびり ･税金の問題 ･安心感 ･いきいきと笑顔 ･羅知症や寝たきり

･おじい､おばぁ (2人) ･穏やか ･孤独 (3人) ･年金 ･健康 ･生きがい

･長寿の沖縄県 ･寿命があとどれくらいかな ･二人で暮らしている祖父母 ･老人ホーム

･老化に伴う認知症等病気のこと ･余唄

質問8 私は心身共ともに充夷した生活を送るために､現在次のようなことをしている｡

【男性の回答】

･健康管理に気をつける ･今を生きることも大切だが､先をみすえて生きている

･運動している (2人) ･全てにおいてプラス思考に考える ･筋トレやウオーキング

･健康的な生活をするようにしている ･好きなことをしている

･実は何も考えずに与えられた一日一日を楽しんでいる .たまに息抜き ･早寝早起き

･多くの趣味を見つけ､普段出来ないことを多く見つけること (2人) ･バイト ･食生活

･今は何もしていないけれど､友人をもっと増やしたい ･運動 ･勉強 ･今を精一杯生きる

･チャレンジできることはチャレンジしている ･後悔のないように今を過ごす (2人)

･部活 (2人) ･特に何かをしているわけではない ･特になし (2人)

･大学をそこそこまじめに出席すること ･三日に一回は体を動かす

【女性の回答】

･毎日笑っている ･忙しいスケジュールをつくる ･楽しい予定を立てる ･友人を大切にする

･家族や友人とのつながりを大切にしている ･規則正しい生活を心がけている

･いろいろな人と話したりして､様々な知識､考えを身につける ･食生活の見直し

･スポーツをしたりして自分の好きなことを楽しんで､頑張って､いつも前向きに笑顔でいること
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･ご飯を美味しく､しっかり食べている ･目標をたてる ･食生活に気をつけている

･友達を大切にし､いろんなはなしをして､遊んで,おいしいものを食べている ･運動

･友人､家族を大切にしたいと思っている.今しかできないことに挑戦している

･腹八分にしている ･前向きに楽しむ､できることは今のうちにやってお(､etc.

･自分の好きな事をできるだけする

･忙しくでも急いでいても､心と体が辛くなったとき､休息をとる勇気を忘れない,ということ(めりはり)

･よ<寝､よく食べ､よ(学び､よく運軌している ･できることはなるべく積極的に参加する

･サークルで運軌している ･趣味や生きがいを見つけ､毎日の生晴を楽しむ

･色々な人との出会いを大切に､常に笑顔で過ごす

･野菜を多く摂る ･ストレッチ,軽い運動､音楽を聴く

Ⅵ.考察

講義の実施内容と学生のアンケー ト調査結果

を踏まえて､学生の老化に関する考えの特徴､

老年学の必要性､老年学部の設置の可能性につ

いて考察する｡

高齢者の身体的及び精神的機能の現状に関す

る質問から､高齢者の現状が十分に理解されて

いないことが考えられる｡正答率が合計で66.3

%となっており､3割強が誤答で正しく理解し

ていない｡このことは､高齢者に対する偏見や

差別意識を生むこと､かつ自分自身の老化を拒

否することにつながることも考えられる｡男女

比においては､男性63.2%､女性69.3%で女性

の回答率が男性よりも高くなっているが､先行

研究においても､女性の回答率が高くなる傾向

を示しており､今回も同様の結果となっている｡

Donatelle(1988)は､米国における調査結果で

は､学部学生の正答率は65%､大学院生80%､

大学教官90%であると報告している】5)｡

また､各質問の回答率では､質問1､2､3の

3項目においてほ90%を上回っており､｢高齢者

の大多数が認知症などの病気に確患していない

こと｣,｢五感がすべて衰える傾向にあること｣､

｢高齢者では肺活量が衰える傾向があること｣

など病気や身体面の老化については､概ね理解

されていると推測される｡しかしながら､他の

12項目では90%を下回っており､講義など教育

の機会を通して正しい老化の過程を学ぶ必要性

があると考えられる｡特に､質問5においては､

男性48.5%.女性45.9%で ｢多くの高齢者が高

齢者施設に入居している｣､質問6は男性27.3

%､女性32.4%で ｢高齢者が運転をすることは

危険である｣､質問12は男性21.2%､女性27.0

%で ｢高齢の労働者は職場で若い労働者よりも

事故にあうことが多い｣という誤解があるもの

と考えられる｡これらのことについては､社会

学的な領域からのアプローチが必要であると考

えられる｡これら3項目においては､男女とも

に正答率が50%を下回っている｡また､質問1

3においても合計正答率が44.3%で､｢大多数の

高齢者が貧困である｣という誤解があるものと

推測される｡

このような傾向は､柴田(2000年)が実施し

た研究でも同様な傾向となっている2)｡このこ

とについて､柴田は､老年学の研究が熱してい

ない時期においては､社会の中で支援ニーズの

高い障害や貧困者等の高齢者にのみが注目され

るので､偏見が生まれやすい環境にあることを

述べている｡このことは､社会が成熟し､教育

の機会が提供されることで正しい老化の過程が

理解され,かつ高齢者の実態が明確となり､高

齢者に対する差別や偏見がなくなることを示唆

しているものと考えられる｡

本講義の終了後､学生の中には ｢これから

ますます高齢化するといわれるこの日本で生

活していく上で,老年学を学ぶ必要性を強く

感じた｣､｢今まで知らなかった分野のことだっ

たのですごく興味深い内容だった｣､｢高齢者に

ついて勘違いしていることも多くあり,ほんの

一部分しか理解していないことに気づいた｣､
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｢老年学というものがあまり聞いたことがなかっ

たので.もっと詳しく知りたいと息いました｣

などの感想を述べており､老年学の必要性が理

解されていると考えられる｡

また､高齢者から連想する言葉が､男女間に

はポジティブな言葉とネガティブな言葉の記載

頻度に差が見られるものの､全体的には ｢アル

ツハイマー｣などの ｢病気｣､｢こわい｣などの

恐怖心､｢孤独死｣ などの ｢孤独｣､｢衰｣など

の言葉が記載されている｡このことから,正し

い老化の過程が十分に理解されていないと考え

られるため､老年学を通して､客観的に高齢者

の実態を把握することも必要であると考えられ

る｡

このような状況において､正しい老化の過程

や高齢者の実態を理解する観点からも老年学の

確立は急を要するものと考えられる｡超高齢社

会を迎え､多くの人々が高齢期を経験する我が

国における､老年学の確立は､老人差別や偏見

の克服,生涯発達を視野に入れた高齢者の生き

がいや主観的幸福感の意味づけ､そして正しい

老化のプロセスを理解することに寄与するもの

と考えられる｡

次に､我が国の大学で老年学を学部課程や大

学院で設置することは可能であろうか｡老年学

は､学際的な学問であり､医学､生物学､心理

学､社会学など多くの領域の学問が有機的に連

携する必要がある｡そのことについて､柴田

(1999)は､大学教育のすべての分野を学際的

に統合する作業の必要性を強調している3)｡も

し､単独の大学で学際的な統合が確立できない

時は.複数の大学が連携して老年学センターな

どの研究機関を設立する必要性についても言及

している｡幸いにして､琉球大学は医学部を有

する総合大学であり､その可能性は高いものが

ある｡また､琉球大学単独で学際的な統合がで

きない場合､隣接する大学か沖縄科学技術大学

大学院など複数の大学が連携協力することで老

年学の確立は可能となるのではないだろうか｡

また､沖縄県の地理的優位性を生かし､台湾や

中国､そして東南アジアと連携協力を図ること

で,アジア地域における老年学教育の拠点とな

る可能性があると考えられる｡

一方､米国においては､ユタ大学老年学セン

ターがユタ大学､ユタ州立大学､ウエーバー州

立大学､南ユタ州立大学､ブリガムヤング大学

と連携して､ロッキーマウンテン老年学プログ

ラムを誕生させた｡この例は,複数の大学が統

合することにより､老年学センター等の研究機

関を設置する際のモデルになるのではないだろ

うか｡また､南カリフォルニア大学､南フロリ

ダ大学.ケンタッキー大学など老年学に関する

最前線の研究及び教育施設は我が国か本県の先

行モデルとなり得るものと考えられる｡

将来､我が国の大学においても高等教育老年

学協会や全国高齢化教育学習学会など国内外の

研究機関と連携を図ることで､老年学部 (学科)

を設置し､老年学に関する学校教育や生涯教育

の拠点となり得る可能性がある｡

今後､老年学に関する講義の機会を増やすこ

とで､各論を充実させることにより､授業内容

の質を高める必要がある｡また､関係学部学科

と連携を図ることで､研究の質を高めることが

できるものと考える｡

老年学は,学際的な学閥であり､頗域の越え

た学問の融合､かつ学校種の連携や生涯教育と

のコラボレーションも必要である｡小学校､中

学校､高校､大学において授業や講義､高齢者

との交流活動を通して､生涯発達の視点から高

齢期を考える機会を得ることで､個人レベルだ

けではなく集団として幸福感を高めながら､人

生の質も高めていくことが必要であると考える｡
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